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第7分科会　司書のキャリア形成
－専門職員認定制度を問う－
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明治大学アカデミーコモン会議室

1. タイムテーブル

13:30　分科会開始
　13:00　開会あいさつ
　13:35　基調講演「図書館員のキャリア形成と認定制度」（糸賀雅児）
　14:20-15:20　「現場の声：認定制度やキャリア形成に思うこと」
　　14:20　図書館司書のキャリア形成と認定制度の関わり～現場からの視点～
　　　　　（松原伸直）
　　14:40　認定されるべき図書館職員の専門性とは（浴靖子）
　　15:00　司書職制度と専門職員認定制度（田中敦司）
　15:20-15:35　休憩（会場セッティング）
　15:35-16:25　ディスカッション・質疑
　16:25-16:30　閉会あいさつ
2. 講師　プロフィル
〇糸賀　雅児（いとが　まさる）氏

慶應義塾大学文学部教授

文部科学省これからの図書館の在り方検討協力者会議副主査をはじめとする図書館・文化関連審議会委員多数
日本図書館協会専門職員認定制度特別検討チーム委員長
〇松原　伸直（まつばら　のぶなお）氏

　新潟市立西川図書館　館長
〇浴　靖子（えき　やすこ）氏

　東大和市教育委員会学校教育部　計画担当主査

〇田中敦司（たなか　あつし）氏

　名古屋市名東図書館　館長

　
3. Q & A  専門職員認定制度について

＊　 質問１
・　専門職員認定制度の意義がわからない。

・　この制度は指定管理者制度を促進させることになるのではないか？

（回答）

　図書館への指定管理者制度の導入については、すでに昨年12月に示された日本図書館協会の見解において“図書館には不向きな制度である”とされていることは周知のとおりです。

しかし、現に指定管理者によって運営されている図書館に勤務する職員であることを理由に認定制度の対象から除外することは不公平・不適切であると思われます。そのこともあって、日本図書館協会によって専門職員として認定される方のなかに、指定管理者によって運営される図書館職員が含まれることは当然予想されます。ですが、そのことが直ちに指定管理者制度を促進することにはならないと思われます。

なぜなら、認定された方が必ず指定管理者の図書館に勤務しなければならないわけではありませんし、指定管理者制度に否定的であるならば、そうした図書館に勤務（ないし移籍）しなければよいだけのことだからです。指定管理者による図書館に勤務するかどうかは、その方の個人的な判断にもとづくのであって、認定制度とは別の次元のことだと考えます。

そして、図書館がどのような管理運営形態であれ、究極的には質の高い図書館サービスが利用者に提供され、司書の存在意義が広く社会に認知されることが重要なのであって、その意味では、この認定制度はプラスに働くことはあっても、けっしてマイナスにはならないものと確信しております。

どうぞ本制度の趣旨を正しくご理解いただき、ご支援を賜りたく存じます。

＊　質問2
・認定の対象を正規職員と限定してよいのか。非正規職員も対象に含めるべきではないか。
・両者の認定の要件等をどのように考えているのか
（回答）

専門職員認定制度特別検討チームでは、正規職員とともに、非正規職員も認定の対象者に含める方向で検討を行っています。また、認定要件については、正規職員、非正規職員とも同一の条件にしたいと考えています。

当初、対象者は、図書館に置かれる専門的職員である司書を中心に、公立図書館の司書有資格の正規職員とすることで制度の検討を行ってきました。

この間、社会情勢は大きく変化し、雇用形態も多様化して非正規職員の数が増加しました。2008年6月に行った認定制度に関するアンケートの中で、正規職員とともに非正規職員も認定の対象とすべきとの意見が約6割あり、非正規職員も認定の対象者とする方針に変更しました。

　また、正規職員と非正規職員とでは、雇用条件に違いがあるので、同一の認定要件では厳しいのではないかとのご指摘もありました。

　雇用形態によって認定要件に差を設けないことが、図書館サービスや図書館経営を担う高度な専門性を有する図書館職員を認定するというこの制度本来の趣旨であるといえます。以上の点から、雇用の形態にかかわらず、同一の認定要件とする方向で考えています。

＊　質問3
　・協会財政が厳しい中、また公益法人制度移行で莫大な事務があるこのときに、なぜこの時期に専門職員認定制度の実施に踏み切るのか。

（回答）
　専門職員認定制度は､1998年日本図書館協会で検討に着手し、2002年からは、専門職員認定制度特別検討チーム（現在は第4次特別検討チーム）にて検討協議した結果をもって、2009年度第1回評議員会及び総会に諮ったものです。またアンケート調査により､制度に対しては73％が肯定的意見であったこと､予備審査の応募が全国から81人もの応募があったことから今年度実施が妥当だと判断しました。

　事務量については、予備審査を実施した経験から、予備審査会及び現行の事務局の人員体制で十分対応できます。

公益法人化との関連では､全国の図書館司書の地位向上ひいては図書館振興につながるこの制度は、公益の実現をめざす目的にも合致していると考えています。

＊　質問4
・　専門職員認定制度における推薦書の取扱いについてどう考えているのか。

（回答）
専門職員の認定に際し，専門職員認定制度特別検討チームは，推薦書の提出を要件としない方向で検討しています。

